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在宅医療・介護の推進にあたっての社会的課題
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〇65歳以上の単独生活できない認知症高齢者が増加する。

〇世帯主が65歳以上の単独もしくは夫婦の世帯が増加する。

〇在宅医療・介護連携を推進しようにも、そもそも訪問診療をして いる
医療機関が少ない。

〇介護支援専門員（ケアマネジャー）から医師との連携がとりにくい。

在宅医療・介護の推進にあたっての社会的課題（Ｐ2）

入退院時における連携の課題

〇病院⇔介護の入退院連携が仕組的にうまく実施できていない。

〇病棟スタッフが、比較的軽度の患者について、退院後の要支援・要介護
認定の要否を正確に判断できない（難しい）ため、そのまま退院している
ケースがある。
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連携推進事業（平成27年度）がスタート（Ｐ4）

前述の課題を解決するための具体的な取り組みがスタートしている。
（取組主体は市区町村）

①地域の医療機関・介護施設の状況を把握（リスト化・マップ化）し、
住民に情報共有を行う。

②各地域固有の医療・介護連携の課題を抽出

③役割・区分を明確化するなど、切れ目のない「医療⇔介護」連携を構築

④医療・介護連携に関する相談窓口を設置

⑤地域の医療機関・介護施設スタッフの研修（多職種連携へ足掛かり）

⑥地域住民への在宅医療・介護連携に関する普及活動（シンポジウム等）

⑦市区町村内だけでなく、周辺自治体との「広域連携」の推進
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資料編：参考資料

グループワークテーマ（案）

現病院の跡地（一部）には
どんな施設・機能が望ましいか考えよう
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事例➀：複合施設「ベルアンサンブル」（民間）の事例
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事例➁：舞鶴市スマートウェルネスシティ構想の事例
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跡地利用案（新病院建設基本計画より抜粋）

分類 機能

病院機能
・備蓄倉庫
・院内保育（別棟とする場合）

入所
・宿泊施設

・介護老人保健施設
・介護医療院
・特別養護老人ホーム
・有料老人ホーム
・サービス付き高齢者向け住宅
・ショートステイ
・グループホーム（認知症・障害者）
・小規模多機能型居宅介護支援事業所

通所施設
・通学施設

・デイサービス（高齢者・障害者）
・保育所
・学童保育
・看護学校

商業施設
・福祉機器展示場
・リハビリ機器展示場
・フィットネス、健康スタジオ

その他 ・家族宿泊施設
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その他事例➀：旧鹿児島市立病院跡地（公園利用）の事例
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その他事例➁：川西市「キセラ川西エリア」の事例
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その他事例➂：イオンタウン幕張西（千葉県）の事例

ショッピングセンターは、医療、健康、生活支援を中心に、人と人をつなぐ地域のコミュニケーション
拠点「ウエルネスタウン MAKUHARI」をコンセプトとし、地域に根差した持続可能なまちづくりへの
貢献を目指す。
調剤薬局併設の大型ドラッグストアや、クリニック、検診センターなど約10の専門店の出店を計画し
ており、地域住民の快適・便利・健康なくらしをサポートする。

また、別棟では、医療法人白百合会（千葉県大多喜町）が、2022年に幕張病院の開業を予定。患
者の個別性を尊重した適切な医療を提供し、地域に根差した信頼のある病院を目指すとしている。
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